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第６０回旭川市ＰＴＡ研究大会開催

第３５回母親（保護者）研修会 要領

＜兼 子どもの望ましい生活習慣・学習習慣定着研修事業（上川管内）＞

【 大 会 テ ー マ 】

新時代
い ま

、わたしたちができること 

【 大 会 趣 旨 】

新型コロナウイルスは、私たち、そして、子どもたちにとって当たり前だ

った日常を奪い去りました。 

 日々変わりゆく日常生活の中で新しい生活様式の定着、言わば新しい時代を迎えよ 

うとしています。新しい生活に私たち親はどう向き合っていけばいいのか、そして、 

不安を抱えた子どもたちのこころをどうケアしていくのかを学び、新時代
い ま

、わたした 

ちができることを考えていきましょう。

主    催：北海道ＰＴＡ連合会 旭川市ＰＴＡ連合会 

共    催：子どもの望ましい生活習慣・学習習慣定着研修事業 

主管ＰＴＡ：旭川市立日章小学校ＰＴＡ 

主管ブロック：旭川市ＰＴＡ連合会中央ブロック 

後援（予定）：北海道教育庁上川教育局  旭川市教育委員会 

       ｢旭川教育の日｣推進協議会 旭川市小学校校長会 

       旭川市中学校長会 旭川市小中学校教頭会 

１ 全 般 

① 期 日：令和２年１１月１５日（日） 

② 当日の日程： 

1200      1230       1300                1415     1440             1620   1630 

受 付 全体会 全体講演 移 動 部 会 閉 会 

③ 会 場：旭川地場産業振興センター・旭川市神楽公民館 

④ 参加者：旭川市内小・中学校ＰＴＡ会員、学校教育・社会教育関係者 

⑤ 参加費：１名 ７００円 

      （市Ｐ連役員、部会役員、部会運営者の方も忘れずお申し込みください。） 
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２ 全体講演

講演 『子どものからだと心が求める生活とは?』
     ～元気のためのオススメ生活～

講師 野井 真吾（のい しんご）氏

     日本体育大学 体育学部 教授

３ 部 会 

  各部会内容を３ページで説明しております。

４ 申し込みについて

   １０月８日（木）までに、自校のＰＴＡ事務局に下の単票を提出してください。 

  部会の希望は、第３希望まで記入お願いします。 

 ※ 希望者が多い部会については、ご希望に添えない場合もありますのでご了承下さい。 

   １１月初旬迄に、決定した部会についてご連絡いたします。

 ※ 例年母親研修会で、託児を受け付ておりましたが、本年度は、感染防止のため設置

いたしませんのご了承ください。 

 ※ コロナウイルス感染状況や台風等の悪天候等で中止となる場合も考えられますので、

その際は事前に各単Ｐ事務局へお知らせいたします。 

＜コロナ感染防止のご協力について＞ 

 ・会場内は消毒を行い、三密にならないよう配慮いたします。 

 ・当日は、マスク着用、事前の検温（朝）等をお願いいたします。 

 ・参加者のご氏名・連絡先は、コロナ感染防止に関わる名簿として利用する場合があり

ますが、個人情報として適切に取り扱いますのでご了承をお願いいたします。 

キ リ ト リ

旭川市ＰＴＡ研究大会参加申込票

お子さんの学年・組・氏名（   年  組          ）

氏名・連絡先 Ｔ／Ｐ
部  会

第１希望 第２希望 第３希望

℡

<プロフィール>

 日本体育大学大学院体育科学研究科博士後期課程修了．博士（体育科学）．東京理科大

学・専任講師，埼玉大学・准教授，日本体育大学・准教授を経て現職（日本体育大学・

教授）．子どものからだと心・連絡会議 議長．教育生理学，学校保健学，発育発達学，

体育学を専門領域として，子どもの“からだ”にこだわった研究を続けている．具体的

には，子どものからだ，心，生活が「どこかおかしい」，「ちょっと気になる」という保

育・教育現場の先生方，あるいは子育て中のお母さん，お父さんの“実感”をたよりに，

子どもの“からだ”にこだわって“事実”を明らかにし，その“実体”を追究する研究

活動に努めている。著作多数。
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部会 領 域 提言・講師 運営方式 部会テーマ 概  要 

第１ 
家庭 

教育 

＜子どもの望ましい生活習慣・学習

習慣定着研修事業（上川管内＞ 

北海道教育庁 上川教育局 

義務教育指導班主査 望月 俊綱 

講 演 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

家庭におけるネット利用も含めた望

ましい生活習慣及び学習習慣の確立 

●児童生徒のインターネットや携帯電話の

利用状況の確認や、フィルタリングの利

用や家庭でのルールづくりの重要性につ

いて理解を深める 

●学校、家庭、地域の取組等、子どもたち

の望ましい生活習慣・学習習慣の定着に

向けて、学校、家庭、地域がそれぞれの

役割として取り組むべき内容について考

える 

第２ 
コミュニケ

ーション 

＜母親（保護者）研修会＞ 

元ミス旭川 フェイシャルヨガ

アドバンスインストラクター 

    せと なつか 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
笑顔がこどもに与える影響 

●親が笑顔で過ごすことが、いかにこども

の成長や能力を伸ばすことにつながって

いるのか 

●自然な笑顔の練習をしながら、アンチエ

イジング 

第３ 
スポー

ツ教育

ＮＰＯ法人とうまスポーツクラブ 

理事長 上野 和香子 

講 演 

体験型 

コオーディネーショントレーニングを 

学んで体感しよう！ 

●人の持つ能力を組み合わせ、さらなら可

能性を引き出すトレーニング！ 

●マスクをしながらできる！家の中でもで

きる！大人が学び子どもに教えよう！ 

第４ 
こころ

のケア

こどものこころの相談室 

がじゅまる 

臨床心理士 寺崎 真一郎 

講 演 コロナ不安とこどものこころ 
●身体症状や不登校のこどもたちにどう向 

き合おうか 


